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◇令和 2年度定時総会

◇理事長こ挨拶

◇表彰者のご紹介

◇熱中症対策、新型コロナの矢0識

◇互助会だより

◇事務局からのお知らせ
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令和2年 8月 〔2〕

挨

拶

全
響
藁
曳

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
縮
小
と
は
な

り
ま
し
た
が
令
和
二
年
六
月
十
二
日
に
、
ひ
だ
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
令
和
三
年
度
の
定
時
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
第

一
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
報
告

・
第
二
号
議
案
　
令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告
の
件

・
第
二
号
議
案
　
理
事
十
六
名
選
任
の
件

・
第
四
号
議
案
　
監
事
二
名
選
任
の
作

・
第
五
号
議
案
　
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

す
べ
て
の
議
案
に
お
い
て
無
事
に
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
理
事
会
が
開
催
さ
れ
理
事
長

・
副
理
事
長
二
名

・
常
務
理
事
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

理

事

長

副
理
事
長

副
理
事
長

常
務
理
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

暴

デ
‐

理
貫

梶

丼

正

美

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
の
ご
活
躍
に
感
謝
を
中
し
上
げ
ま
ｔ

昨
年
の
十
二
月
に
中
国
の
武
決
で
発
症
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
本
年
二
月
に
横
浜
港
に
寄
港

し
た
ク
ル
ー
ズ
船
内
で
感
染
者
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
日
本
全
国
各
地
に
お
い
て
も
感
染
者
や
死

亡
者
が
相
次
い
で
広
が
っ
た
た
め
に
、
政
府
は

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
全

国
民
に
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、
マ
ス
ク
の
着
用
等
感
染
予
防
の
徹
底
を
求
め
る
と
と
も
に
、
社
会
経

済
活
動
の
制
限
、
全
て
の
国
か
ら
の
外
国
人
の
入
国
の
禁
止
等
の
措
置
が
な
さ
れ
ま
し
た

こ
の
た
め
、
全
国
各
地
で
社
会
経
済
活
動
が
停
止
し
、
街
か
ら
人
や
乗
物
な
ど
が
消
え
、
ま
る
で
別
世
界
に
来
た
よ
う
な
異
様
で

空
虚
な
状
態
が
続
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

シ
ル
バ
ー
に
お
い
て
も
高
山
祭
等
各
催
し
物
の
中
止
、
観
光
案
内
の
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に
よ
っ
て
大
き
な
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
未
だ
特
効
薬
や
フ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
そ
の
収
束
ま
で
に
は
相
当
の
期
間
が
か
か
り
、

そ
の
間
国
内
の
経
済
活
動
は
深
刻
な
事
態
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
一層
の
努
力
が
必

要
に
な
る
と
考
え
ま
ｔ

本
年
二
月
に
国
会
に
お
い
て

「七
十
歳
就
業
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
今
後
民
間
に
お
い
て
は
定
年
の
延
長

・
廃
止
や
継
続
履
用

制
度
等
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
し
、
来
年
以
降
に
は
公
務
員
の
六
十
五
歳
ま
で
の
定
年
延
長
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は

シ
ル
バ
ー
会
員
の
年
齢
に
も
変
化
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
生
産
者
人
口
は
五
九
・五
％
と
年
々
減
少
し
て
今
や
労
働
者
不
足
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
一方
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
二
八
・四
％
と
年
々
増
加
し
て
お
り
、
か
つ
、
身
体
能
力
や
知
的
能
力
が
以
前
に
比
べ
て
格
段
に
若
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
七
十
歳

・
八
十
歳
代
の
方
に
も
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
ｔ

会
員
の
皆
様
に
は
、
新
会
員
の
加
入
に
つ
き
ま
し
て
近
隣
の
方
を
お
誘
い
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

中
し
上
げ
ま
ｔ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
一日
も
早
く
収
束
し
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
ｔ
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監 監 理 理 理 理 理 理

長年理事として、ご活躍いただい
た大谷久雄様と都竹王子様お二

人に感謝状が贈呈されました。

梶
井
　
正
美

（高
　
山
）

大
家
　
　
忠

↑
尚
　
根
）

山
岡
　
士
口
男

（
員
　
山
）

寺
阪
　
　
毅

（事
務
局
長
）

森
　
美
智
子

（高
　
山
）

森
下
　
　
誠

（高
　
山
）

蓑
輪
　
幸
子

全
尚
　
山
）

中
井

　

一
夫

（丹
生
川
）

相
田
　
政
博

（清
　
見
）

大
澤
　
猛
士

（荘
　
川
）

事

　
架
場
　
弘
明

（
一
之
官
）

事

　
自
田
　
信
男

（久
々
野
）

事

　

井
ヶ
瀬
義
治

（朝
　
日
）

事

　

牛
九
　
士
三
　
（国
　
府
）

事
　

一削
畑
　
敏
政

（国
　
府
）

事

　
一削
田
　
初
清

（上
　
宝
）

事

　

上
本
　
順
二

（高
　
山
）

事

　

岩
野
　
昭
小和

（
一
之
官
）

（任
期
は
令
和
四
年
度
定
時
総
会
ま
で
）

TT‖ZttE公奎社回t人高山〒シルハー人材センター足 時総 会



〔3〕 令和 2118月

珍
ル
バ
＝
８
尋
翻
響
甲
里
ヨ
影

秦

　

さ

つ
子

様

曾
向
山
地
域
）

こ
の
度
、
会
員
番
号
二
五

一
番

・
秦
さ
ん
が
シ
ル
バ
ー

在
籍
三
十
年
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
の
た
め
、
今
回
の
定
時
総

会
で
の
表
彰
状
授
与
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後

事
務
所
に
て
理
事
長
よ
り
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秦
さ
ん
は
、
平
成
二
年
五
月
に
シ
ル
バ
ー
に
入
会
さ
れ

三
十
年
、
様
々
な
お
仕
事
を
さ
れ
、
そ
し
て
地
域
に
貢
献

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
畑
仕
事
を
さ
れ
た
リ
パ
ソ
コ
ン
で
海
外
に
い

ら

っ
し
や
る
お
孫
さ
ん
と
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
さ
れ
た

り
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
た
れ
て
と
て
も
九
十
二

歳
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
お
体
に
は
十
分
お
気
を
付
け
い
た

だ
き
、
ま
す
ま
す
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一鰤
ヨ
弔
鋼
詞
動
の
殉
脅
カ
ナ
順

（高
山
地
域
）

池
本
　
寿
代

様

桐
山

　

潔

様

大
谷
　
久
雄

様

内
木
　
　
ユふ
様

祖
鋼
中
鋼
割
彰
の
殉
勺
　
カ
ナ
順

（高
山
地
域
）

池
本

廣
紀

様

　

　

伊
藤

　

博

様

大
迫
　
満
夫

様

　

　

奥
原

　

勉

様

勝
田
　
　
猛

様

　

　

北
村
　
正
三

様

近
藤
可
寿
重

様

　

　

島
尻
喜
美
子

様

鈴
村
　
陽
八

様

　

　

一］留
［
　
弘
子

様

谷
日
　
精

一
様

　

　

中
嶋
　
μ昌
雄

様

平
田
　
修
造

様

　

　

山
下
　
澄
子

様

（国
府
地
域
）

石
原
加
代
子

様

　

　

坂
垣
内
英
貴

様

中
井
　
純
子

様

高
齢
者
が
働
く
こ
と
は

ｏ
社
会
に
と

っ
て

・
企
業
に
と
っ
て

・
本
人
や
家
族
に
と

っ
て

八
田
　
エハ
蔵

様

原
田
　
貞
男

様

前
山
　
良
留

様

（丹
生
川
地
域
）

下
木
戸
幸
男

様

（清
見
地
域
）

田
中

文
雄

様

（荘
川
地
域
）

栂
野
　
光
夫

様

〈久
々
野
地
域
）

尾
崎
　
順
平

様

高
木

康
夫

様

長
田
　
芳

一
様

（朝
日
地
域
）

堀
内
美
保
子

様

花
崎
　
長
伸

様

平
田
　
照
雄

様

村
中
す
が
子

様

牧
野
　
昭
彦

様

穂
波
　
由
賞

様

白
田
　
信
男

様

中
井
　
人
司

様

松
下
　
章
宏

様

水
橋
　
宜
重

様

医
療
費
や
社
会
保
障
費
を
抑
え
ら
れ
る

高
齢
者
の
人
脈
、
経
験
を
活
か
せ
る

規
則
正
し
い
生
活
に
よ
る
健
康
維
持

認
知
症
の
予
防



令112年 8月 〔41

①暑さを避ける
室内では…… >扇風機、ェアコンで温度を調節

>遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
屋外では………>日傘や帽子の着用

>日影の利用、こまめな休憩
身体の畜熱を避けるために

>通気性のよい、吸湿性 速乾性のある衣服を着用する
>保冷剤、氷、冷たいタオリレなどで身体を冷やす

②こまめに水分を補給する
作業中はもちろん、室内でも屋外でも、のどの渇きを感じなくてもこまめに水分
塩分、スポーッ ドリンクなどを補給する。

熱中症について正しい矢D識を身につけ、熱中症による健康被害を防ざましょう。
※シルバーでは万が―に備え、 F熱中症見舞金制度』にカロ入しております。

《新型コロナウイルス感染症とは》
まだまだ衰えることのない新型コロナウイリレス感染症。
恐ろしい新型コロナウイルスについてもう一度おさらいしましよう。

《感染経路》

① 飛沫感染
感染者のくしゃみ、1亥、つばなどと一緒にウイルスが放出され、他者がその
ウイルスを鼻や□から吸いこんで感染

②接触感染
感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で回りに触れ、他者がその
物に触れ手にウイルスが附着し、手や□を触り感染

《感染症対策》
①手洗い・手指消毒
こまめに石鹸で手を洗い、さらにアルコールで手指消毒

②環境を清潔に                       :
多くの人が触れる場所を清潔 除菌し、環境を清潔に保つ       |
不要不急の外出を避ける

三密を避ける (換気が悪い場所 .人が多く集まる場所 =間近での会話 )

みなさんお一人お一人の行動が収東につながります。



だ[51■
'日

2年 811

が
」
挨

拶

会
Ｉ
Ｉ
助
会

会
長

森

　

下
　

　

誠

今
年
度
よ
り
互
助
会
会
長
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
，
微
力
な
が

ら
五
助
会
活
動

の
益
々
の
発
展

・
活
性
化
に
注
力

い
た
し
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
今
ま
で
通
り
、　
い
や
、
よ
り
以
上
に
い
た

だ
き
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
本
全
国
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
人
き
な
渦
に
巻
き
込
ま

れ
、

い
ま
だ
に
収
束
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
中
、
会
員
の
皆
様
に
は
お
変

わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
春
よ
り
、
お
仕
事
や
行
事
そ
の
他
色
々
な
面
で
お
悩
み
続
き
の

毎
日
で
は
な
い
か
と
察
し
ま
す
。
何
か
に
つ
け
支
障
を
き
た
し
思
う
よ
う

に
動
け
な
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

幸
い
に
当
地
域
で
は
感
染
者
，ゼ
ロ
，
）は
い
え
、
引
き
続
き
″命
と
健
康
″

を
守
る
行
動
に
気
を
配
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
今
後
の
互
助
会
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
も
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
秋
の

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

十
月
下
旬
～十

一
月
上
旬
予
定

０
会
員
の
集
い

令
和
三
年
二
月
上
句
予
定

開
催
の
可
否
は
お

っ
て
連
絡

い
た
し
ま
す
。

醐
鷲

圏

酬

鶴

常

◎
例
年

の
六
月
開
催

の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
中
止
と
し
ま
し
た
。

◎
八
月

の
官
川
清
掃

ボ
ラ

ン

テ
イ
ア
活
動
は
、
手
筒
花
火

中
止
に
と
も
な

い
中
止
と

い

た
し
ま
す
。

:f~~
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まだ 令I口 2年 8月 〔6〕

亀
ヨ
郵
鋼
中

シ
ル
バ
ー
会
員
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
ご
依
頼

い
た
だ

い
た
お
仕
事
に
十
分

お
答
え
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ご
友
人
や
ご
近
所
の
方
々
を
是
非
ご
紹

介
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
が
ご
提
出
く
だ
さ

っ
た
就
業
報
告
書
を
集
計
し
、

配
分
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

お
仕
事
が
終
了
次
第
速
や
か
に
就
業
報
告
書
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

お

一
人
で
も
遅
れ
ま
す
と
、
全
員
の
支
払
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

黒

糧

軍

麟

よ

で

■
■
い
二
ヾ
「
無
■
崚
ゴ

皆
さ
ん
も
こ
存
じ
の
と
お
り
、
キ
ュ
ウ
リ
は
体
内

に
こ
も
つ
た
熱
を
排
出
し
体
内
を
冷
や
す
効
果
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
体
内
で
不
要
な
塩
分
も
排
出
し
血

圧
を
正
常
に
保
つ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
か
キ
ュ
ウ
リ
の
青
臭
さ
の
正
体

「ク

ル
ル
ビ
タ
シ
ン
」
に
は
抗
が
ん
作
用
が
あ
り
ま
す
。

旬
の
お
野
菜
に
は
香
節
に
応
じ
た
役
割
が
あ
る
よ

う
で
す
。

必
要
な
栄
養
を
し
っ
か
り
摂
っ
た
う
え
で
上
手
に

キ

ュ
ウ
リ
を
取
り
入
れ
暑
い
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
よ
う
。

今
年
度
は
当
初
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
予
防
に
よ
り
会
員

の
皆
様

ヘ

の
お
仕
事

の
減
少
や
縮
小
、
山
王
福
祉

セ
ン

タ
ー

ヘ
の
出
入
り
禁
止
な
ど
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
回

復
の
兆
し
が
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
予
断
は
許
し
ま

せ
ん
し
、
お
仕
事
の
仕
方
に
も
い
ろ
い
ろ
変
化

が
み
ら
れ
て
戸
惑

っ
て
お
り
ま
す
。

平
穏
な
日
常
が
戻
り
、
今
ま
で
以
上
に
皆
さ

ま
に
ご
活
躍

い
た
だ
く
日
々
が

一
日
も
早
く

来
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

袷
骨

・、ミ
　
　
　
　
，，　
．．　
、
‥，　
一

一　
日
騰
』
¨
能
赫
狂
鞠
讀
味
“
』
協
調
『
酢
脚
崚

一

一　
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
是
非
共
皆
様
の
ご
協
力
を
宣
し
く
お
願
い
致

一

し
ま
す
。

広
報
委
員

　

森
　
美
智
子
　
白
田
　
信
男

蓑
輪
　
幸
子

今後の配分金支払日

就 業 月 支 払 日

令和2年  7月分 令和2年  8月 14日 (金 )

8月分 9月 15日 (火 )

9月分 10月 15日 (本 )

10月分 11月 13日 (金 )

11月分 12月 15日 (人 )

12自分 令和3年  1月 15日 (金 )
令和3年  1月分 2月 15日 (月 )

2月分 3月 15日 (月 )

3月分 4月 15日 (木 )

2021年版会員手帳
11月より販売いたします。

2o.● 1

含彙 手 帳

1冊 300円
(代金引換)

数に限りあり

※おつりのないようにお

持ち下さい。


